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第 6 回南魚沼市まち・ひと・しごと創生推進会議 議事録 

 

平成 30 年 6 月 19 日(火) 

午後 2 時～午後 4 時 15 分 

南魚沼市役所 本庁舎 大会議室 

 

1.開会 

（進行:片桐企画政策課長） 

今日の会議ですが、委員の方 13 名いらっしゃるが、本日５名の方が欠席。 

本日お配りさせていただいた席順表の裏に名簿があるが、そちらの方に欠席と書かれて

いる方については、本日所用により、こちらに来ていない。 

ご出席予定の委員の方は全員揃っているので、これより第６回となります南魚沼市まち・

ひと・しごと創生推進会議をはじめさせていただく。 

  

資料の確認  

資料 1－2 裏面の KPI の設定年度が誤っていたので差し替えをお願いしたい。 

 本日の会議の目的ですが、市がまち・ひと・しごと創生推進事業に取り組んでいる。これ

の効果検証については、国の様式に基づき、産業界をはじめ、学術機関、金融機関など民間

の方々で構成する会議を設けて、そこで効果検証を行いなさいということになっている。 

 今回は 6 月 1 日に庁内で検証を行わせていただいた。その結果を事前資料として配布さ

せてもらった。 

これでいいかどうか意見をいただきたいと思っている。 

 なお、本日の会議は公開とし会議の議事録については、資料とともに市のウェブサイトに

掲載させていただく。あらかじめご了承願いたい。 

 

 

2.市長挨拶 

(林市長) 

任期満了に伴い改選ということで、13 名の方に新たに委嘱させていただいた。今回ご欠

席の方もいるが、３名の方が新任ということで、快く引き受けていただき感謝している。 

今、人口減少問題が言われない日がなく、その話ばかりをすると最初から嫌になってしま

うかもしれないが、全国中で、すべての自治体で将来に渡る大きな課題として誰もが認識し

て、これにどう打ち勝っていくか、それぞれが知恵を出し合っていくかが課題であります。 

南魚沼市も平成 27 年 10 月に「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定させていただ

き、以来 3 年間を経ている。これに伴い、地域の再生計画をつくり、国に申請をし、認定を

受け地方創生の交付金をいただくような形の中で、そういう意味では早くから取り組んだ
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自治体だと思っている。皆さんのおかげだと思っている。貴重な交付金を活用していく中で、

当市としてもこの大きな命題である一番の究極の問題である人口減少を食い止めるか、ま

た若者がここに住み着いて、ふるさとを誇りに思って生きて行ってほしい。また外からも人

を呼び込むさまざまなことに取り組ませていただいてる貴重な部分になっている。 

今日は、皆さんから事業の効果等を検証いただくわけだが、このことだけではなくて、私

も市長になって 1 年 6 か月経つが、今行政がやっているすべてのことが、この目的の中で

動いている感がある。そういう中では、例えばふるさと納税もしかり、今回企画プロモーシ

ョンという形で進めている東京への暑さ対策を含め、2020 年のオリンピックへの雪の利用

を目標に 3 年間頑張ってみようということで、計画を立てながら実施している。我々にと

っては晴れの舞台にしたいと思っている世界の注目が集まるオリンピックで、雪のエネル

ギーをアピールできるかだが、本当はその先にある雪エネルギーを活用したこの地域の新

しい産業づくりに思いをめぐらせている。そういう計画も含めて、すべては先ほどの繰り返

しになるが、この地域の活力を作り上げたいと考えている。 

今日は内容を皆様から検証いただくには、短い時間なのかもしれないが、私どもも鋭意力

を尽くし、市役所そして民間の皆様と一緒になり進めているところである。それぞれ各界の

たいへん見識の高い皆さんから忌憚のない意見をいただく中で、更に進めていきたいと考

えているので、どうかお力を貸していただきたい。 

 

〈委員紹介〉 

 

3.議題 

① 委員長、副委員長の選出について 

(片桐企画政策課長） 

委員長、副委員長の選出についてお諮りする。この推進会議では、設置要綱の規定により

委員長と副委員長を置くことになっている。 

事務局案で大変恐縮だが、委員長については、総合戦略策定に中心的に携わっていただい

き、前回も委員長を務めていただいた熊倉先生から引き続きお願いをしたいと思っている。

委員の皆様からご意見をお願いする。（「なし」という声あり） 

それでは熊倉先生を委員長と決定する。前方の委員長席へ移動をお願いする。 

(進行:熊倉委員長) 

要綱では、副委員長は私が指名することになっている。前回の副委員長は関委員が引き受

けくださった。今回欠席だが、若手の経営者で全体をみているということもあり関委員から

引き続き副委員長をお願いしたいと思うが、委員の皆さん、それでよろしいか。（「はい」と

いう声あり） 

 

② 平成 29 年度地方創生推進交付金事業の効果検証について 
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(熊倉委員長) 

平成 29 年度地方創生推進について事務局から説明をお願いする。 

 

資料の見方について 

(片桐企画政策課長) 資料 1-1、資料 1-2、資料 1-3 

 

続いて事業内容について 

(立川 U＆Ⅰときめき課長) 資料 1-2、参考 1 により説明 

(腰越商工課長) 資料 1-3、別紙 1 により説明 

 

熊倉委

員長 

 

今ほど 2 つの話があった。一つは、CCRC。生涯活躍のまちという形で今、国

が盛んに旗を振っている地方圏にアクティブシニアに移っていただこうという

話。それに対してかなり早くから手を挙げていた南魚沼市が、いろんな問題に直

面しているのが素直に出てきた感じがする。 

もう一つは、長岡を中心とした観光の話だが、これがどれだけ南魚沼市自身に

とって関わられるかという意味では、なかなか難しい面もあって、全体の数値も

こういう数値で、どう評価したらいいのかわかりにくいところがあるかと思う。 

まず、最初の CCRC の話というのは、マクレラン委員のような方をこの町に

増やしたいという、簡単に言えばそういうこと。でも果たしてご本人がこれを見

て、今の説明がわかったか、こんなことで本当にいいのか、率直なところをマク

レラン委員から口火を切ってください。 

マクレ

ラン委

員 

CCRC は、最初の何回かに参加をさせていただき、会議を傍聴した。もとも

との CCRC というのは、海外でなされてきたもので、それは完全にアクティブ

シニアの富裕層向け。パークの中にゴルフ場あり、全部そろっている。しかしな

がらそこに親戚が入っているが、気分がめげると言う。どうしてかというと若者

がいないから。それで日本版はそれを CCRC という名前は継承しても内容は全

然違う形ですと。 

実は三菱総研の松田さんから直接お電話をいただいた。首都圏で女性にアン

ケートをとったところ、キャリアをお持ちの高学歴の女性ほど嫌がる。それはど

うしてかというと、年配になると男性も女性もそれほど仕事はしたくないが、便

利なところに住みたいという気持ちが強い。 

私は、松田さんに、私個人はもう欲しいものはないし、手に入れられないもの

というのは、自然だけであると。それと、のんびりした空気感。私は東京でもか

なり恵まれたところに住んでいたので、なんの不自由もしなかったのですが、四

季折々の景色や自然は、やっぱり東京ではちょっと無理なんです。個人的にはそ

ういう理由でこっちに戻ってきました。生まれは大和町です。小学生６年生まで
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大和町にいました。 

CCRC については、個人的な意見として、最初の頃、仕事ができるシニアは

田舎には来ない。5 年後、10 年後南魚沼市の介護保険とか老人が増えるのをど

うするのか。それよりもシングルマザーを連れてきましょうよって何回も申し

上げたが、「それは次の課題ということで」と言われて、さらっといなされてき

ていましたので、同じお金を使うのであれば、アクティブシニアもありがたい

が、それだけのことを有効利用できる土壌があるかといったら南魚沼市は多分

ないと思っている。最初から否定してはいけないが、それよりも次の世代を考え

て、若い子供持ちの、東京では保育園に仕事をしていないと入れられない、ただ

子供がいると仕事にもつけないという人たちに手厚い状態を作って、サポート

してあげる。よしんば、農家の嫁不足も解消するかもしれないというちょっとい

やらしい発想もあったりして、まったく個人的な意見で申し訳ないが、CCRC で

戻ってくるという人は、あまり期待できないと思う。アクティブシニアで生涯現

役というのはちょっと無理だと思う。気力もなくなってくる。私も実際ここ 13

年くらい、東京へ時々出稼ぎで仕事をしている。地元でもちょっとはするが、本

当に仕事をしたいという時は 40 代くらい。体も結構 60 歳を過ぎると疲れてく

るから、CCRC が今の形でたっぷりお金を使うのは、ちょっともったいないと

思っている。 

熊倉委

員長 

最初からきちんと辛口の筋の通った話をしていただいた方が、修正、改善、見

直しという時には、とても役に立つ。 

国がお金をつけた項目は、そのまま使いながら、内容を修正改善して、この町

にとって有効な方向になるかどうか考えればいいわけだから、今、マクレランさ

んのお話に対して、藤田委員は見ていらして、どういうふうに感じられたか、創

業のことも含めて。 

藤田委

員 

この町をちょっと離れていた期間があったので、適切な話はできないと思う

が、私は、この人口減少とか雇用の話、産業振興ビジョンの会議に参加させてい

ただいているが、一番衝撃だったのは、地元の高校生にアンケートをとった時

に、介護、福祉関係の業種に就業したいという意向を持った学生がいるにも関わ

らず、当地区のそういった施設には来てもらえない。これはどういうミスマッチ

があるのかなと、その子たちは果たしてどこに行ってしまっているのだろうか

なと。自分の親の面倒を見ずに、他人の親の面倒をみているのかなとか、その辺

は全くのミスマッチが生じているのであれば仕方がないけれども、やりように

よっては、まだこの地に、この子たちを引き留める余地があるのではないかなと

いうのをまずは感じた。アクティブシニアとは、また違うレベルで、マクレラン

委員おっしゃる通り、僕自身も難しい話だなと、初めから思って見ていた。 

熊倉委 アクティブシニアの移住だけはでなくて、若者の移住定住というふうに文言
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員長 が入っているので、どちらにウェイトをきちんと置いていくのか。その時にマク

レラン委員のお話であったシングルマザーと固定するのはいかがなものか。言

葉の問題もたぶん出てきてしまうと思うが、この若者の移住定住を CCRC、生

涯活躍のまち、という国の補助金を利用し、これをどううまく使っていくかとい

うのは、とても重要な視点。制度設計の見直しを少しした方がいいかなというふ

うに今の話を聞いて思った。 

それで藤田委員のご質問に対しては、樋口委員は、現場でどう感じているの

か。せっかく北里で育った学生たちは、どう考えて動いているのか、ちょっと教

えていただくとわかりやすいと思う。 

樋口委

員 

学院は、入学定員 270 名。学科によって違うが、県外からの入学者数が大体

半分くらい。その方々を南魚沼市にお迎えして、いかにこちらに残っていただく

かというところを僕らとしては、ご協力しなければいけないと思っている。 

今ほどの説明を聞いて、すごく興味があるのが、イメージソーシャル分析とい

うところでかなりのお金を使って分析していると思うが、こういった資料とい

うのは、クローズのものなのか、オープンにできるのかというところを聞かせて

ほしい。そういう意味では南魚沼市を若者がどう見ているかというところは、非

常に興味がある。北里だけでなく、いろいろな事業をする場合、企業も興味があ

ると思う。この情報を是非いただきたいということが一つ。 

全体の感想だが、私は CCRC 推進協議会の方にも入っていて、いろいろ議論

もさせていただいているが、若い人ばっかりでもダメだし、それからアクティブ

シニアの人、そういう人たちだけを集めてもいけない。バランスが大切なのかな

と思う。この KPI を見ると移住者の数が 100 人というところに対して 29 年度

は 89 人というということで、達成率でいうと 89％ということになると思う。

CCRC の施設が立ち上がっていない中で 89％の達成率をどう見るかということ

は、今後の改善検討の中で必要なのかなと感じている。 

熊倉委

員長 

イメージソーシャル分析の報告書がある程度まとまった段階で、当然公開な

さると思うが、いつの段階でどんな公開を考えているのか、教えてください。 

Ｕ＆Ｉ

ときめ

き課 

先ほど話をしたソーシャルメディアの分析というのは、初めてで、なかなか一

般的な統計の分析とは違うので、公表の仕方はだいぶ戸惑っているのが正直な

ところ。先ほど言ったようにオウンドメディアという施策を使って、どのように

若い方が反応してくれるのかということをやっているもので、それがすべてで

はないという前提があるということをなかなか他の方がご理解いただけるもの

なのかなという疑問があって、いまだに公開はしていない。 

それは、まず私どもの方でどのような形でこれを活用できるかということを

検討し、今後進められればなと思っているのが一点。こちらの方の調査の概要

は、日本中のツイッター上のデータを NTT データからもってきて、キーワード
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を分析して、どのような言葉で反応するのか、どういう時期で反応するのかとい

うのをベースにおいて、キーワードを設置して、私どもがつくったホームページ

で発信すると、どのような動きがみられるかというもの。このところは先ほど若

干話をしたが、思わぬところで反応があった。若い人で反応があるが、すぐホー

ムページを去ってしまう。なかなか横につながってもらえないという傾向があ

った。私どもＵ＆Ｉときめき課と商工観光課とで観光などに活かせないかとか、

様々な視点から検討中である。それらをまとめて内容の方を公表できたらとい

うのが、現在の状況です。決して隠しているつもりはないが、データとしてなか

なか扱いが難しいのかなと思っている。 

熊倉委

員長 

扱いが難しいのはわかるが、それを含めて情報公開をしながら多くの市民や

関係者が議論をしていくことが次の成果を生むので、担当課の中で苦しまない

で、みなさんと一緒に議論をすることが重要だと思う。議会に報告いただく形で

もいいと思う。 

市長、もし今のソーシャルメディアのことに関して何かご発言ありますか。 

市長 今説明があったように、いわゆる普通のアンケートと違って、ものすごくやり

づらいんだろうなというのは聞いた通りです。それを使ってどういうことがで

きるかといった時に、こういう調査をして、こういうことをやっているんですと

いうことは、話していけるのだけれども、すごく戦略的なところですので、本当

のことを言うと黙っていたい部分かもしれません。 

熊倉委

員長 

市長、上手にフォローアップしてくださいましたけれども、でもそれは市民、

関係者がなんらかの形で知りたいところが多々あると思いますし、それを素材

にして、一課が頭を悩ませるのではなくて、せっかくこういう会議もあります

し、CCRC の専門委員会もありますし、いろんなところでそれを議論されるこ

とがよいことだと思います。樋口委員の質問をできるだけ有効に使ってほしい。 

それとミスマッチのことについても、それもどこかで調べていく必要がある

と思うし、またそれは大学側の戦略にもかかわることで、そこに人が来て留まっ

てくれることは、とても大きなことで、有効だと思う。 

さっきマクレラン委員がおっしゃった形の中で、そういう職種でシングルマ

ザーの方だっているわけで、むしろそういう人たちが働きやすい場所で、さらに

本当に農家の嫁になってくれれば二重、三重にプラスアルファーになる。（「は

い、ちょっといいですか」という声あり）はい、どうぞ。 

マクレ

ラン委

員 

ある方が、年配の人が来たら、その子供たちが訪れたりして、この地を経験し

てくれるから将来につながるのではないかと言った。ただ、そういう親子の関係

性の方は東京にいて自分で面倒をみるはず。全然逆の発想で、年配の方たち、ア

クティブシニアの人たちに来ていただく、それから次の世代も一緒に来ていた

だいて、行政の事情はわからないが、南魚沼の待機老人を解消すべく公立の特養
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を増やして、その次の世代の人たちが外から一緒に来ても、その仕事が好きかど

うかわからないが、最低でも職場があるということもアピールできたらいいと

思う。 

熊倉委

員長 

同じく若者とか学生のことで、海外からのトップの方々もお見えになっても

戻ってしまうことも多いが、国際大学の関わりの中で、今のような人の OB に

ついて意見があれば、中島委員、お願いします。 

中島委

員 

CCRC につきましては、皆様が言われるように年配の方だけお呼びしてもど

こかでバランスが崩れてしまうということはあるかと思う。 

先般、津久野工業団地にある会社の工場長さんと話をする機会があり、この話

をちょっとしてみたが、会社の規模を大きくしたいが、働く人がいないというこ

とと、工業団地内でコンソーシアムを組みつつあって、お互いの製品を作りあっ

て外から買ってこなくても地場だけで一つの製品ができるくらいのものをやり

たいというようなことを言っていた。そうするにはもうちょっと企業が欲しい

ということだった。企業を誘致するには、雪対策とか、たくさん障害があって、

なかなか東京方面から呼ぶのは難しいかもしれないが、CCRC も市長が冒頭に

おっしゃられた人口減少対策には一助になることは間違いないと思うが、ここ

に出てくる資料の中で、そういった若者を呼ぶとか企業を誘致するという資料

が全然ないのが、どうなのかなとちょっと疑問がある。そういったところを全体

として各年代層に渡って様々なプランを提示し、全体として人口が増えていく

というようなスタンスで提案をいただければありがたいと思う。 

2 番目の中越文化・観光産業の方だが、この取り組みをやっているという周知

方法に、私が実際の生活の中であまり見かけることがない。観光人数を増やそう

と思ったら、やはり今キーワードとなるのは、やっぱり SNS 映え。SNS 映えは

10 代、20 代、30 代くらいまでの方は多分 SNS で情報を拡散して影響を受けや

すいと思うが、40 代以降は同じ情報レベルに到達するのは難しいと思うので、

若者を対象として、もうちょっと SNS を活用して映えるようなものを、観光地

でもいいですし、食べ物でも、映えるようなものを本気丼(まじどん)はその一つ

かと思うが、そういったものを全体として打ち出していけるといいと個人的に

は思っている。 

本学の状況ですが、委員長が言われたように、大体は卒業すると、この魚沼か

らは離れてしまうので、なかなか人口増加に結びつくようなことはできていな

いが、中には残ってここで働きたいという人も極少数ですが実際いる。働く場所

とか外国人を必要とする職種があれば、協力したいと考えている。 

熊倉委

員長 

国際大学はリーダー層を育てるところだが、その下にいる中級の技術者とか

職種の方々が、この地域でインターンシップができるような仕組みをつくって

いくとまた新しい空気ができるかもしれない。 
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今、質問のあった周知ということで、観光で 12 市町村でこんなに動いている

そうだが、矢口委員、実感があるか。これに対する意見があればお願いする。 

矢口委

員 

12 市町村で動いているという実感は、ほぼゼロ。 

私がここにお嫁に来て 17 年になるが、最初は冬しかやっていなかった。 

私は市外から来て、ここはやっぱり観光地だなというイメージしかない。 

ここに人をいっぱい呼ぶには、冬のお客を、夏とか春とか秋に来てもらうのが

一番いいと思い、この 5 年間、宿にいろんな写真をいっぱい飾って、今は、冬に

来ていただいたお客さんが、シーズンに必ず１回は来てくれるようになった。そ

ういう宿側の人達の意見も聞いて、取組を進めてほしいと思う。 

熊倉委

員長 

とてもいい意見が出た。 

これ 12 市町村の足し算ではなく、この中で独り勝ちできるかどうかという考

え方をしたらいいと思う。その積極性を出して欲しい。だから KPI 全体がどう

こうでなくて、うちはそんなに下がっていない、むしろ上がっているよという独

り勝ち。これを見て不思議に思ったのが湯沢町が入っていない。湯沢は一人抜け

て、独り勝ちしているから入っていないんだなというのを残念ながら実感した。 

今、矢口委員の言われたことを逆に腰越課長(商工観光課長)は受けとめて、お

付き合いはするけど、その中で比較して、独り勝ちするような観光戦略を組むと

いうことの数値だと思ってほしい。 

羽吹委員、就業やいろんなことの中で、創業者が増えているという数値が出て

いるが、実感も含めて就労政策についていかがか。 

羽吹委

員 

うちは建設業をやっているが、正直言って人手不足です。特に若い方。なかな

か県外から来るというのは非常に難しい現状。 

今、塩沢商工に機械科の中に土木コースという土木科をつくってもらおうと

動いている。機械科の生徒 16 名が土木コースにいて、昨年、一昨年と卒業して

地元に就職したというのは何人かいる。そういう働きかけをして、なるべく地元

に残る体制をつくりたいと思っている。ただ、どうしても進学する子もいると思

う。その人たちがなかなか戻ってくるきっかけがないと思っている。どこの大

学、専門学校に行って、いつ頃卒業してという情報が全然ない。何かいい方法は

ないかと思う。南魚沼市の就職説明会でもいい。昨年も一部のところでやった

が、なかなか東京に進学している子供たちが来ていない。多分そういうことをや

っていることを知らないと思う。そういう情報を発信できる方法を考えてほし

い。子供が戻ってくる方法を一番に考えていかなければいけないと思う。確かに

この CCRC とかもいいと思うが、正直言って建設業から見ると若い子が欲しい。

一番心配なのは、冬場の除雪とかそういう若者でなければできない仕事が、今後

10 年、20 年先は、かなり心配になってくる。その辺をもう少し考えてもらえれ

ばありがたい。 
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熊倉委

員長 

腰越課長、それを少し頭に置いておいてください。南雲教育長の協力を得て何

か考えてほしい。お願い致します。 

大谷委員、皆さんのお話を聞いて、人を運ぶという意味ではどうか。 

大谷委

員 

赤字ローカル線として、ご迷惑をお掛けしている中で、なかなか発言しにくい

が、自分の会社のことは横に置いておいて、鉄道会社にとっては、多くの関係者

のいる前で言いにくいが、観光客が 10 人、20 人増えるよりも、人口が 1 人増

える方がありがたい。それは町の力としては、やはり主力となるような、人口が

増えるということが一番大きいことなので、それを目指す CCRC というのは、

進めていただきたいと思っている。CCRC でアクティブシニアを呼び込もうと

いうことで、それは国からの支援もかなりくるんだと。若者を増やそうというの

は、もうずっと前から南魚沼市は、取り組んでいたと思うが、なかなかそう思う

ようにいかない。じゃあここで CCRC という新しい施策で人口増やしてみよう

じゃないかということで手を挙げてやってみた。私もそうでしたし、今までの会

議の中でも、そういった考え方に疑問の声はいくつか出たと思うが、言い方は悪

いが、もうその段階は過ぎていて、もう今、動いている状態になってきている。

今日は、交付金事業の評価をする日。CCRC がいいか悪いかではないというこ

とになると思う。進め方の問題となると思うが、実際にそうやって南魚沼市とし

てもある意味本格的にそういう人口増に具体的な事業をかなりの事業費をもっ

て進め始めた 1 年目か 2 年目かということになると思う。それがいいか悪いか

は実際にまだ日が経っているわけではないから、まだちょっと答えが早急かな

と思う。 

そういう１年目、２年目ですから、いろいろお互い混乱なり試行錯誤があると

思う。ここで何年かやって、私らも勉強し、南魚沼市さんもいろいろ経験して、

次のステップに活かしてもらうような形にしてほしいと思う。 

今、ちょっとこうしてほしい、ああしてほしいというのは、まだ言える段階で

はないと思う。ただ、それでも各課長はエネルギッシュに、この問題に取り組ん

でいるので、その思いを失わずに、また今年度、来年度と進めていっていただき

たいと思う。その気持ちが萎えると元も子もなくなるので、そこを頑張っていた

だきたいと思う。 

熊倉委

員長 

事業の見直し改善の方向性として皆様方の意見とすれば、今回ある程度の効

果は出ているが、この枠の中でどんな見直し改善の方向があるかいうことだと

思っている。 

それで皆さんに聞いた中で、いわゆるアクティブシニアだけではなく、むしろ

若者の移住定住を進めていく方向性にこのお金をうまく使ったり、今ほどの成

果というのを上手に少しスライドさせていった方がいいのではないか。 

また 12 市町村でやっている部分についても、うちが優位に進むには、どんな
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観光戦略をここで打って、数字があがればいいわけだから。そういう判断をして

いいんだろうなというふうに答えがでればいいのかなというふうに思って、皆

さま方のご意見を聞いていた。大体そんなところでよろしいですか。 

何かそれが目に見えるいい数値に変える方法をもう少し知恵を出して、この

枠内でできることをやっていきましょうと。そのためには行政も大変だろうが、

また委員の皆さんはもっと大変だと思うが、いきなり最初の答えが出る前に、こ

んな数値なんですよ、これどう思うかというところを間に一回差し挟んだ方が

スムーズに進むかなという感じがしたので、意見交換会を少し増やした方がい

いのではないか、その点事務局で検討願いたい。 

他に何かあるか。羽吹委員、どうぞ。 

羽吹委

員 

29 年度の実績として 89 名の方が移住したとなっているが、実際施設がない

ところで 89 名の方が移住した。その人たちは、たぶん来たくて移住してきたと

思うが、実際に来てみてどうだったかというような聞き取りとかはやったのか。

それとお試し居住で 24 組 32 名の方が来たが、その人たちは「来たい」と思っ

たのか、どうなのか。そういう実際来てみたい人、来られた人のアンケートをと

ったのかどうか。とったのであれば、その結果を教えていただければ、またさら

に今後の発展になるのではないかと思うが、それはどうか。 

あと１2 件起業してやっているが、実際運営としてうまくいっているのかどう

か、かなり苦しんでいるのか、いや、来てよかったと思っているのか、その辺は

実際どうなのか教えてくれればありがたい。 

U＆Ⅰ

ときめ

き課長 

まず 1 点目の聞き取りの関係ですが、移住推進協議会(民間団体)で行ったア

ンケートや聞き取りの部分は、残念ながら私どもの手元に今ない。 

私どもが関わりを持った方でこちらに住宅を建てたり、将来はこういうこと

をしたいという方はいる。そういう方は、来ても雪は多分抵抗感がない。ご高齢

の方は「自然がよかった」とか「近所との付き合いができた」とか言いますし、

若い方は趣味、仕事以外で目的を持って来ている方なので、「大変良かった」と

いう意見をいただいている。 

2 点目のお試し居住の関係ですが、まさに千差万別です。年齢層の高い方もい

れば、若い方のグループもいる。「ここってどんな所だろう」と思いながら、来

ていただいて、回っていただいて、近所の方とお話をする。そこから接点が増え

るというようなところで、お試し体験というのがある。明確に何かを意識してと

いう方ばかりではない。 

昨年度の実績では、「ちょっといつでも泊まれる」というパターンの実施期間

が冬場になり、短かったということもあり、この数字となっている。30 年度に

おいては、相談内容に応じてコーディネイトしながらそういう方と、もう少し長

く交流を深めていきたいと考えている。 
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商工観

光課長 

創業支援の12件の全員の方から追跡という形でお話を聞いたということでは

ないが、まず、この 12 件の方が全員移住者かという話になると全員移住者では

ない。市内の方が当然起業した場合もある。例えば移住されて新たにそういう事

業を起こされた方というのは、いわゆる積極的な方なので、その方についてはセ

ミナーなどでお会いする機会がある。実際にこの方々については、市の創業支援

セミナーを受けていなくても起業されている。基本的に金融機関からお金を借

りる場合は、３年～５年以上は事業計画、資金計画を作っている。そんな中で１

年目で結果を出すというのは当然考えていないと思う。ただ、やはりやる気があ

る方たちなので、非常に前向きな方が多いということで、回答とさせていただき

たい。 

熊倉委

員長 

そんなところでよろしいか。もっと踏み込んで聞きたいことがあるか。 

羽吹委

員 

基本的に来て後悔はしていないわけですよね。逆に来て喜んだということは、

その話をどんどん言って、それをまたさらに発信する方法を考えれば、もう少し

人が来るようになるかもしれないと思う。 

せっかく CCRC で来た方々が居住する場所を作ったりするきっかけも何か考

えなければいけないと思っている。それは今後の話になると思うが。 

熊倉委

員長 

29 年度の評価については、市自身が評価したように、ある程度効果はあった

し、政策の方向では進んできたと。しかし、やっぱりこれを南魚沼市にとってい

い形にするためには、改善見直しが必要だ。そのためにはアクティブシニア層だ

けに絞らないで、もう少し幅広く、本当に若者の移住定住とか創業支援とか、情

報発信に積極的に組む必要がある。そのためには、市からも情報公開を頻繁にし

ていただきたいし、市が考えているような周りの組織との連携を強めながら、多

くの人の意見を聞いて、それを発信しながら、今後高めていく形で改善見直しを

するという意見でいいか。 

また、今後、意見があれば、市に直接申し出てください。  

 

③ 平成 30 年度地方創生推進交付金の概要 

(進行:熊倉委員長) 

平成 30 年度事業について、事務局から説明をお願いする。 

 

(片桐企画政策課長) 

 30 年度交付金の概要 資料 3 説明、参考 2 

現在、2 つの地域再生計画があるが、3 月 30 日付で、もう一つ地域再生計画を策定した。

「雪の聖地 南魚沼へ来らっしゃい」南魚沼ブランドで進める産業振興プロジェクトとい

うことで、この新しい地域再生計画により、地域再生推進交付金をいただきながら進めてい
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く 30 年度事業とした。 

参考 2 として、今ほど申し上げた新しい地域再生計画を添付させていただいたので、後日、

御覧いただきたい。 

それぞれの事業の内容については、記載のとおりであるが、その事業概要を担当課長から

説明させていただく。 

 

続いて事業概要について担当課長より説明あり 

(立川 U＆Ⅰときめき課長) 資料 3 表面 説明 

(腰越商工課長) 資料 3 裏面 説明 

 

熊倉委

員長 

新しく入った産業振興プロジェクトは、KPI が設定されるのか？ 

商工観

光課長 

参考 2 の地域再生計画を見ていただくと２ページの目標数値という形で KPI

を４点設定した。観光交流人口、食による町おこしの人口、市内でのインバウン

ド宿泊者数、食をテーマにしたスポーツイベントへの経済効果の４点。 

熊倉委

員長 

30 年度の事業について説明いただいたので、これに対する意見や希望を聞き

たいと思う。矢口委員、観光のことについてどうか。 

矢口委

員 

どこにいっても、今インバウンドと言われるが、インバウンドも大事だが、こ

の資料は誰かの意見を聞いて、こういう資料ができたのか、そこがちょっと知り

たい。 

商工観

光課長 

この地域再生計画は、当然市が取り組む事業として作らせてもらった。ただ、

これを進める中での内容の、どんなものを進めるかについては、雪国観光圏の観

光事業者、それから市の観光協会等々に説明し、意見交換をした中で、３か年で

体制づくりに取り組もうということで作らせてもらった。 

矢口委

員 

この地域再生計画の 4-1 に「誘客宣伝したことにより一旦は観光入込数が増

加したが、再び訪れてみたくなるような魅力を発見し効果的に発信できていな

くて再度減少した」と書いてあるが、何が足りなかったという原因が出ていても

いいのかなと思う。私たちは受け入れをしていても次につながらない理由をお

客さんに聞く。「こういうのがあったらよかった」とか、そういう声が商工観光

課に反映されているかというと、まったく反映されていないような気が、ここ

2、3 年しないでもないかなというのは思っているが、どうか。 

商工観

光課長 

矢口委員等のお声、市の観光協会も含めて、たぶん私どもの方としてもその辺

の聞き取りというところは非常に不足をしていたところだと思う。だからこの

中には、民宿をやっぱり中心にしていきたいという考えがあるので、その辺を含

めた中で市の観光協会と話し合いをしながら事業を進めたい。これについては

今後お話をさせていただきたいと思っている。 
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熊倉委

員長 

今、矢口委員が言われたように、現場での苦労だったり、成果をあげたり、少

しでも多くのお客様の意見を拾っている方の意見が反映できて、それから戦略

が組まれるように進めてほしい。そのためだったらこの観光振興事業費の中に

いくつか調査事業が入る中で、そういう会を設けるなど、少し計画を組み替える

と、今のことは生きてくるとだろうと思う。「なぜ減少しているのか」、「何を求

めているのか」という生の声が反映されることで、戦略的な計画となる。 

それ以外のことでも意見を求めます。マクレラン委員どうですか。 

マクレ

ラン委

員 

30 年度の意見というよりも、一言加えさせてもらう。 

今日のこの会場を見ると、非常に私を含めて年齢層が高い。次の世代を担う

20 代、30 代の人達を 1 人か 2 人くらいは入れてもいいのではないか思う。その

方たちの目線で、例えば SNS とかいろんなツールを含めて、私たちが想像し得

ない、いろいろな意見や見方があると思うので、1 人か 2 人はぜひ入れてほし

い。 

熊倉委

員長 

ぎりぎり 30 代の副委員長が今日欠席ですので(笑)。 

マクレ

ラン委

員 

最近若い人たちと一緒になることが多く、びっくりするくらい南魚沼が大好

きで、エネルギッシュな人達がいる。うれしかったです。そういう人たちがこう

いう会議に参加することはとってもいいことだと思う。 

熊倉委

員長 

これを公開という形で、そういった人たちにまず傍聴させてほしい。それでそ

の意見をマクレラン委員が拾い、むしろ私たち推進会議で主体的に作り替えよ

うという積極的な動きになるといいと思うので、同業者や従業員を含めて少し

考えてください。 

羽吹委員、いかがですか。 

羽委員

吹 

この短時間でこれを見て、本年度どうかと言われてもなかなか難しいが、先ほ

どからいろいろ議論があったと思う。そういうものも含めて 30 年度やってもら

えばいいと思う。 

熊倉委

員長 

大谷委員、どうですか。 

大谷委

員 

今回も事前に資料送ってもらったが、この場に来て、またその資料を読むので

あれば、事前に送ってもらわなくてもいい。例えば作った冊子だとか web のア

クセスだとかそういうものを事前に見せていただいて、今日の説明を聞くとい

う方が一番「見える化」になるし、すっきり落ちるところは落ちるという気がし

た。全部は無理だろうけれども、一部代表的なものをそうしてもらえるとありが

たい。 

熊倉委

員長 

工夫が必要ですね。お互い補助金をもらって苦労している中でのノウハウの

出し合いも含めてやりましょう。中島委員、いかがですか。 
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中島委

員 

まず、最初の住まう歓びを感じるまちの方ですが、アプローチするターゲット

が首都圏にお住まいの方々向けのアプローチ方法が書いてあって、これはこれ

でいいと思うが、全然こちらに来たことがない方にいきなり住んでくれという

のは、かなりハードルが高いと思う。もう一つターゲットとして有効なのが首都

圏からこちらに単身赴任とかで来ている方とか、国際大学にも首都圏の企業派

遣生が毎年数十人来ているが、まだその方たちは若いので、すぐに移住するとい

うことはちょっと難しいかと思うが、もしかしたらその親御さんとかにつなが

る可能性もあるし、同様に北里学院の入学生は半分くらいが県外からというこ

とですのでその親御さんとか、そういった範囲にアプローチしていくことがあ

ってもいいかなと感じた。 

「雪の聖地 南魚沼に来らっしゃい」の方ですが、こちらについては、今まで

なかった事業が盛り込まれているので、(このまま進めて)いいと思う。 

熊倉委

員長 

この部分は、本当に国際大学のお力を借りないと上滑りになる。ムスリムイン

バウンドで、国際大学にはちゃんとハラール食があるし、そのリーダー核の方々

が大学にかなり来ているので、ここだからできるプログラムが組めるかもしれ

ないので、ちょっと汗をかいていただけないか。 

中島委

員 

先般、市と県と本学で、国際おにぎりコンテストを開催した。南魚沼コシヒカ

リを使って、テイストをいろんな国のバリエーションでおにぎりを作った。市長

にも参加いただいて優勝を選んでいただいた。そういった話題性を作っていく

のがアイディアとしてはいいと思った。 

熊倉委

員長 

樋口委員、いかがですか。 

樋口委

員 

今、資料を拝見して、住まう歓びを感じるまち 南魚沼実現プロジェクトにつ

いては、基本的には引き続きがんばってやってほしい。 

裏面の「雪の聖地 南魚沼に来らっしゃい」南魚沼ブラントを進めるという方

だが、どんなものがブランドとして整理されるのか非常に興味があって、３か年

の中でやられるということだが、南魚沼全体のイメージがよくなるような、そう

いうものができあがるといいと思った。 

熊倉委

員長 

この事業費は委託料になっているが、コンサルの力だけで出すのか。それとも

市民とか有識者の会のようなものを設けて進める形になるのか。 

商工観

光課長 

コンサルも入りますが、市の観光協会、ブランド発信ということで雪国観光圏

の中でやるので、市内の事業者等と最初に協議会を作って、どんな形で進めるか

の中で順を追って取り組みます。 

熊倉委

員長 

最後、藤田委員、どうでしょう。 

藤田委 自分も「雪の聖地 南魚沼に来らっしゃい」は、非常に新鮮でいいと思つ 
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員  た。 

特にムスリムインバウンド推進事業については、非常におもしろい事業だと

思うが、事業費がこのくらいだと、どういう事業のイメージなのか、やや不安に

なるというところと、KPI の方にはムスリムインバウンドの KPI がないという

ことは、今回はとりあえずちょっとやってみようかという感じで、インバウンド

の中でも、どの方がその方なのかというところの集計まではされないのかなと

か、この事業費だと仕方ないのかなという思いは、両方あるが、どの程度の事業

のイメージをお持ちなのかというちょっと不安に思った。 

熊倉委

員長 

さすが、銀行マン。数字を見ていた。商工観光課長、お願いします。 

商工観

光課長 

ムスリムインバウンドの推進ですが、今想定しているのは、市内にムスリムイ

ンバウンド推進協議会という民間の団体がある。そちらの方々がもう既に他の

ところからムスリムの先進地の講師等を入れているので、そういう方のお力を

借りた中で、研修等を進める。もう一つは先ほど国際大学の話が出たが、国際大

学の中にムスリム協議会という協議会がある。そちらの方にも協力をいただき

たいと考えている。 

熊倉委

員長 

ムスリムは、雪というのはどう感じているのか。中島委員、わかりますか? 

中島委

員 

ほぼ 100％雪は初めて見るので、悪い印象はなく、１年とか２年なので、楽し

んで生活していると思う。ただずっととなるとちょっとわからない。 

熊倉委

員長 

皆様の意見を賜ったが、また事務局側も付け加えることがあったら、どうぞ。

大谷委員、どうぞ。 

大谷委

員 

 ご存知だと思うが、十日町の観光案内所が駅にできて、大地の芸術祭をやって

いるから英語力、外国力の高いレベルの高い観光案内所、山間にしてはそこに力

を入れてやっている。数年経つが、私は十日町駅に勤務して感じているのは、本

当にここのところ毎日外国人を見ない日がないくらいいる。それくらいしょっ

ちゅう来る。英語はネイティブの方も複数人いて、ほとんど困らない。最近は外

国人は自分で勝手に調べて日本人も知らないような所に来る。そういう人たち

に対してきちっと案内ができれば、来た外国人は満足して、それが連鎖していく

という形になるかと思うので、そういった取組は大事だと思う。今までも力を入

れていると思うが、そういった部分も参考にしていただけると、私どもも利益向

上になるので、ぜひ頑張っていただきたいと思う。 

マクレ

ラン委

員 

それに対して昨年ちょっとだけ六日町観光協会をお手伝いしたことがあっ

た。南魚沼市にある観光協会の組織を非難するつもりはまったくないが、非常に

難しい。南魚沼市観光協会があり、そことは別に六日町観光協会というのがあっ

て、補助金なり予算がないとお聞きした。オファーがきたが、私もタダ働きとい
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うわけにはいかないので、多少なりのようなものでやるよと言ったが、観光協会

の在り方が難しいことがあって進まない。市内にバイリンガルの人達はたくさ

んいる。ただ、声はかからない。私がお手伝いしているのは消防署くらいです。 

熊倉委

員長 

ということだそうです。今すぐ答えなくてもいいが、上手に悩んでいるからこ

そ相談ください。課長が多分一番悩んでいることだと思う。 

マクレ

ラン委

員 

お金じゃなくて何かお手伝いをしたいと思っていて、手伝ってくださいと言

われたら、ほとんどできることは全部している。無償のところもあるし、交通費

程度のところもあるし、何千円とか何万円というところもあるが、お手伝いしま

す。言ってください。 

熊倉委

員長 

いい会議になりました。事務局側から付け加えることがあればお願いします。 

企画政

策課長 

国への報告は、熊倉委員長からまとめていただいた通りで報告させていただ

くが、今いただいた意見を全部国へ報告するわけではない。これは内部で十分受

けとめさせていただいて、30 年度の取り組みにさせていただきたいと思う。よ

ろしくお願いします。 

熊倉委

員長 

国には報告すればいいだけ。仕事が動いている、適正に金が動いているという

ことでいい。しかしそれはそれとして、地域の中で執行部と議会と市民の皆様が

情報を共有して苦しみながらでも一つでもいい成果を出していくというのが、

地方創生の一番のポイントだと思う。今まで知らなかった人が知り合えて、力が

出し合えるというのが地方創生の一番の核だと思うので、これからも努力して

いただきたいと思うし、負担もかけるけれども、引き続きお願いをしたいと思

う。  

 

 

④ まち・ひと・しごと創生総合戦略 全体の進捗状況について 

(進行:熊倉委員長) 

議題 4 をお願いします。 

(片桐企画政策課長)  

・資料 2 説明 

これは報告事項で、特に意見をいただく部分ではない。総合戦略の中に 4 つの政策分野

がある。黄色くなっている部分が政策分野ごとの目標。白くなっている部分が施策ごとの

KPI。中央の縦帯のピンクの欄が 29 年度の最新数値。 

数値の中身については後日事務局に連絡をいただければ答えさせていただく。KPI や目

標数値があるが、実際のところどうなのか、よくわからないと言われる。 

・参考 3 で説明。 

参考 3 は県の人口移動調査。転入者、転出者の９月から 10 月までの年ごとの集計で３段
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に分かれている。平成 25 年、平成 27 年、平成 29 年ということで、左が県内の動き、右が

県外の動き。25 年を見ると、上が転入、下が転出、その下が転入から転出を引いた数字、

そして県外と県内に分かれている。それをまとめたのが最下段になる。ブルーで示した部分、

一番下の 29 年、どちらにしても転出超過だが、15 歳～19 歳、20 歳～24 歳、その数値が

年々少しずつ下がっているということがわかる。ブルーの数字が職業を理由に転入出した

人の差し引き。職業を理由に転出している人が段々減ってきているということになると思

う。ピンクで示したものは、学業を理由にして転入出した人の数字。年齢層は０歳～19 歳

の間ですが、高校を卒業して転出していくという人が大体これに当てはまると思うが、その

数値、ピンクの数値はあまり減っていないが、青い部分が減っている。 

その原因は何かというと、右側を見ていただくと県外に転出している青い部分が、段々減

っているのがわかると思う。ただ、これは差し引きした数字なので、転出が単純に減ってい

るわけではない。これからも分析が必要だと思う。もしかしたら外国人の就業者が入ってき

ている可能性がある。これらを踏まえてこれからも検討、分析をしていくが、また、皆さん

の方でもお気づきのことがあれば、お知らせいただきたいと思う。 

 

(進行:熊倉委員長) 

この数値の意味がおわかりなったか。転出を減らしていきたいというのが、大きな目標に

なっているが、その中で 20 代前半の転出者は職業で転出という意味では減ってきている。

ただ学業での転出者は若干増えている。トータルとして転出入は転出超過が減ってきてい

るというのが現状です。トータルとして成果が出ているのではないかと見ているけれども、

もう少しこれは踏み込んで見てみないとそういうふうに評価できるかどうか考えていると

いうことです。数字がいっぱい並んでいて、どこをどう合わせていけば本当のことがわかる

のかわかりにくいですけれども、現場感覚と数字を合わせながら多様な人々が情報共有す

ることによって現状を考えて、それに対する改善策を考え、関われる人に対して関われる方

策を考えていくというのが、これから益々必要になってきたというのが、今日のご意見のま

とめでした。 

それ以外に事務局の方から何かお話はございますか。 

 

⑤ その他 

(片桐企画政策課長) 

  今日の議事録はこれから作成させていただく。委員の方々に見ていただいた後、ウェブ

サイトに資料とともに掲載をさせていただきます。 

 

 

4.閉会 

(進行:熊倉委員長) 
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また、次回の会議がいつになるかということについて、1 年に１回ではなくて、中間で意

見交換ができる会を設定していただけるとありがたいと思う。 

委員の皆様から何か補足することがなければ、これで私は任を解かせていただきたいと

思います。よろしいでしょうか。 

それでは、以上で推進会議を終了させていただきます。ご苦労さまでした。 


